
1 

 

2023年 4月 2日(日) 

聖書箇所：ルカの福音書 23章 32～43節  

タイトル： 「三本の十字架」     

 

 今日から受難週が始まります。それはイエス様が十字架の死という受難に向かって歩まれた

最期の一週間です。ちょうど今週の金曜日が十字架につけられたその日に当たり、そこから数

えて三日後の、来週の日曜日の朝に、イエス様は復活されました。ですから、来週はイエス様が

復活されたイースターをお祝いしたいと思いますが、今日はその前にイエス様が十字架で苦し

みを受けられた出来事からメッセージを取り次ぎたいと思います。タイトルは「三本の十字架」

です。33 節には、イエス様が十字架につけられた時、イエス様の右と左にそれぞれ二人の犯罪

人も十字架につけられたとあります。ですから、そこには三本の十字架が立てられていたので

す。 

 

Ⅰ．父よ、彼らをお赦しください(32-38) 

 

まず、最初の十字架、イエスの十字架から見ていきましょう。32～38 節をご覧ください。

「32 ほかにも二人の犯罪人が、イエスとともに死刑にされるために引かれて行った。33 「ど

くろ」と呼ばれている場所に来ると、そこで彼らはイエスを十字架につけた。また犯罪人たちを、

一人は右に、もう一人は左に十字架につけた。34 そのとき、イエスはこう言われた。「父よ、彼

らをお赦しください。彼らは、自分が何をしているのかが分かっていないのです。」彼らはイエ

スの衣を分けるために、くじを引いた。35 民衆は立って眺めていた。議員たちもあざ笑って

言った。「あれは他人を救った。もし神のキリストで、選ばれた者なら、自分を救ったらよい。」

36 兵士たちも近くに来て、酸いぶどう酒を差し出し、37 「おまえがユダヤ人の王なら、自分

を救ってみろ」と言ってイエスを嘲った。38 「これはユダヤ人の王」と書いた札も、イエスの頭

の上に掲げてあった。」 

 

イエス・キリスト以外にも二人の犯罪人が、イエスとともに死刑にされるために連れて行かれ

ました。この二人の犯罪人は、並行箇所のマタイの福音書 27章 38節を見ると「強盗」と記さ

れてあります。つまり、彼らは十字架刑に値するような重罪を犯したわけです。 

彼らが連れて行かれたのは「どくろ」と呼ばれていた場所でした。ギリシャ語では「クラニオン」

と言います。ヘブル語では「ゴルゴタ」、ラテン語で「カルバリー」です。英語の「カルバリー」はラ

テン語から来ています。それは響きはいいですが、意味は「どくろ」です。私が最初に開拓した

教会は、「北信カルバリー教会」と名付けました。「北信どくろ教会」です。なぜそういう名前にし

たのかというと、その地域が「北信」という地域であったということと、アメリカの教会が「ガー

デナ・カルバリーチャーチ」という名前だったからです。それで「北信」に「カルバリー」を付けて

「北信カルバリー教会」としたのです。でも実際は「どくろ教会」です。なぜその場所が「どくろ」



2 

 

と呼ばれていたのか、そこは死刑場で骨が散らばっていたからだとか、この丘の形がどくろの

形をしていたからという説があります。その「どくろ」と呼ばれている場所に来ると、そこで彼

らはイエスを十字架につけました。イエスだけではありません。ほかに二人の犯罪人がいて、彼

らも十字架につけられました。一人はイエスの右に、一人はイエスの左に、です。ですから、そこ

には三本の十字架が立てられていたのです。 

 

34 節をご覧ください。「そのとき、イエスはこう言われた。「父よ、彼らをお赦しください。彼

らは、自分が何をしているのかが分かっていないのです。」彼らはイエスの衣を分けるために、

くじを引いた。」 

これはイエスが十字架上で発せられたことばです。イエスは十字架の上で七つのことばを発

せられましたが、これはその最初のことば、第一のことばです。「父よ、彼らをお赦しください。

彼らは、自分が何をしているのかが分かっていないのです。」十字架の上でイエスは開口一番

とりなしの祈りをされました。これはイエスが自らの教えを実践されたということです。ルカの

福音書6章27～28節には、「しかし、これを聞いているあなたがたに、わたしは言います。あ

なたがたの敵を愛しなさい。あなたがたを憎む者たちに善を行いなさい。あなたがたを呪う者

たちを祝福しなさい。あなたがたを侮辱する者たちのために祈りなさい。」とあります。イエス

はまさにこれをご自分に適用されたのです。あなたの敵を愛しなさい。あなたを憎む者に善を

行うように。あなたを呪う者を祝福しなさい。あなたを侮辱する者のために祈りなさい。なか

なかできないことです。でもイエスはこれを自ら実践されました。その究極がこの十字架上で

のとりなしの祈りだったのです。この時イエスはボコボコにされていました。血まみれの状態で、

それがイエスだと判別することができないほどだったのです。それでもイエスはこのように祈

られました。「父よ、彼らをお赦しください。彼らは、自分が何をしているのかが分からないの

です。」 

 

この「彼ら」とは誰のことでしょうか。直接的にはイエスを十字架にかけた死刑執行人たち、

ローマの兵士たちのことでしょう。そして直接的には手をかけなくても、彼らに死刑をやらせた

ポンテオ・ピラトもそうでしょうし、イエスを殺そうと企んでいたユダヤ人の当局者たちもそう

です。さらには、そうした宗教家たちに先導されて「十字架につけろ、十字架につけろ」と叫ん

だ群衆たちもそうです。強いて言うなら、私たちもそうです。私たちもこの「彼ら」に含まれるの

です。なぜなら、私たちも自分が何をしているのかわかっていないからです。自分が罪を犯し

ているかどうかさえもわかっていない人たち、罪を罪とも感じない人たちのためにイエスはこ

のようにとりなしの祈りをされたのです。 

 

このときイエスはどういう状態でしたか。もうひん死の状態でした。その声は虫の息のよう

で、ことばを発するのが奇跡に近いような状態でした。そういう状態でイエスは自分のことで

はなくそんな「彼ら」のために祈られたのです。皆さん、自分の手に釘を打ち付けたことがあり
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ますか。そういう経験はないかと思いますが、想像してみてください。想像しただけでゾッとし

ます。かなりの痛みが体全体に走るでしょう。すべての神経がその一点に集中します。もう他の

人のことなど全く考えられないはずです。余裕で何かことばを発するなんてできなくなります。

しかし、イエスは自分のことなど全く無視するかのように、「父よ、彼らをお赦しください。」と

祈られました。それはイエスがそのためにこの世に来られたということをだれよりもよく認識し

ていたからです。ですから、イエスは激しい痛みと苦しみの中にあってもそのことを忘れず、最

後まで忠実に神のみこころを果たそうとされたのです。十字架の上でもなおも人を救おうと願

っておられたからです。 

 

このことばは、古今東西多くの人たちの心をとらえてきました。まさに心を奪われてイエス

によって救われた人たちが後を絶ちません。特に紹介したいのは、淵田美津雄(ふちだみつお)

という人です。この人は真珠湾攻撃の総隊長、海軍大佐だった人です。のちにクリスチャンにな

ってキリスト教の伝道者になりますが、彼がクリスチャンになったきっかけがこの聖句でした。

「父よ、彼らを赦したまえ。その成すところ知らざればなり。」このことばが彼の心を捉えて、彼

は救われました。そして世界中を伝道して回る伝道者になったのです。アメリカと日本の橋渡

しとなって、赦しのメッセージを伝えて行くことになりました。このイエスのことばによって、そ

の後も多くの人たちが救われていくことになります。 

 

私たちはもう一度自分の原点を振り返りながら、私たちはどこから救われて来たのかを考

えなければなりません。私たちはどこから救われて来たのでしょうか。ここからです。このイエ

スのとりなしの祈りから救われて来ました。これが私たちの救いの原点です。私たちもイエス・

キリストを十字架に磔にした「彼ら」、極悪人とちっとも変わりません。それなのにイエスはそん

な私たちのために祈られたのです。本来ならこの私が十字架に付けられて死んでいなければ

ならなかったのに、そんな私たちのためにイエスがとりなしてくださったことによって救われ

たのです。ここから私たちの救いの物語が始まっているのです。イエスがこのとりなしの祈りを

ささげられなかったら、私たちは救われませんでした。イエスの祈りだからこそ、父なる神は聞

いてくださったのです。 

 

35 節をご覧ください。民衆は立って眺めていました。議員たちも、あざ笑って言いました。

「あれは他人を救った。もし神のキリストで、選ばれた者なら、自分を救ったらよい。」この議員

たちとはユダヤ教の宗教指導者たちのことです。彼らも十字架につけられたイエスを見てあざ

笑って「あれは他人を救った。もし神のキリストで、選ばれた者なら、自分を救ったらよい。」と

言ってしまいました。言ってしまったというのは、思わず言ってしまったということです。これ

は「ウップス!」です。思わず本音が出ちゃったということです。「あれは他人を救った」それは真

実のことばです。他人を救ったなんて本当は言いたくなかったのです。他人を救ったようだっ

たとか、救ったと自慢したとか、そんなふうに言いたかったのに、思わず本当のことを言ってし
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まいました。「あれは他人を救った。」そうです、イエスは他人を救ったのです。イエスの敵であ

った彼らでさえも、それを認めていたということです。彼らは知っていました。イエスが神の力

で他人を救ったということを。だったら自分を救ってみろと。 

 

皆さん、イエスは自分を救うことができなかったのでしょうか。いいえ、彼は自分を救うこと

など何でもないことでした。たとえば、イエスが十字架につけられるためにローマの兵士約

600 人がイエスを捕らえに来たとき、イエスが彼らに「だれを捜しているのか」と言うと、彼ら

は「ナザレ人イエスを」と答えましたが、そのときイエスが「わたしがそれだ」と言うと、彼らは後

ずさりして、地に倒れてしまいました。「わたしがそれだ」と言っただけで、600 人の兵士が一

度に倒れてしまったのです。また、イエスが風に向かって「嵐よ、静まれ」と言うと、すぐに凪に

なりました。風や波すらイエスの言うことに従ったのです。自然の猛威ですらイエスの権威の前

に服するのですから、ローマ兵が何人束になってかかって来ても、イエスにかなうわけがあり

ません。イエスは自分を救うことなんてお茶の子さいさいだったのです。十字架の上から下り

ることなんて何でもないことでした。でもそうされませんでした。なぜ?そんなことをしたら私

たちを救うことができなくなってしまうからです。イエスはそのことを十分知っておられたので、

そのような彼らのことばに乗ることをしませんでした。誘惑はあったでしょう。こんなひどいこ

とを言われるくらいならさっさとここから下りて天の父のところに帰って行こういうこともで

きたはずです。でもそうされませんでした。あえて十字架の上にとどまられたのです。それは私

たちを愛するゆえです。釘がイエスを十字架にとどめたのではありません。私たちに対する愛

が、イエスを十字架にとどめたのです。そのことをもう一度覚えていただきたいと思います。 

 

36～38 節をご覧ください。「36 兵士たちも近くに来て、酸いぶどう酒を差し出し、37 

「おまえがユダヤ人の王なら、自分を救ってみろ」と言ってイエスを嘲った。38 「これはユダヤ

人の王」と書いた札も、イエスの頭の上に掲げてあった。 

ユダヤ教の宗教指導者たちだけでなく、ローマの兵士たちもイエスをあざけりました。彼ら

は十字架に磔にされたイエスの近くに来て、「酸いぶどう酒」を差し出しました。この酸いぶど

う酒というのは、発酵が進んだぶどう酒に水を混ぜ合わせたものです。これは酔うためではあ

りません。渇きを潤すためのものです。十字架刑があまりにも過酷な刑だったので、あわれみ

がかけられ、麻酔薬に相当する没薬を混ぜたぶどう酒が差し出されたのです。でもイエスはそ

れを飲もうとされませんでした。はっきりした意識を持ってその痛みの一つ一つを感じながら、

私たちの罪の贖いを成し遂げられたのです。これが私たちに対するイエスの愛でした。つまり、

イエスは十字架でご自身の愛を明らかにしてくださったのです。カルバリ山のイエスの十字架

は、その神の愛の表れだったのです。それほどまでにあなたは愛されているということです。 

 

イエスはかつて、こう仰せられました。「人がその友のためにいのちを捨てるという、これよ

りも大きな愛はだれも持っていません。」(ヨハネ 15:13)。人がその友のためにいのちを捨て
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るということよりも大きな愛はありません。それは最も大きな愛です。誰かを本気で愛そうと

思うなら、その人のために、自分のいのちを捨てて、身代わりとなる、それ以上にその愛を最

大限に表せる方法はなありません。なぜなら、人が犠牲にすることのできる最大のものは「自

分のいのち」に他ならないからです。そしてあのゴルゴタの十字架、カルバリの十字架で、イエ

スはまさにその「ご自分のいのち」を私たちのための身代わりとなって捨てて下さったのです。 

しかも「神の御子のいのち」は、「私たちのいのち」と違います。「罪の汚れ」というのが一点たり

ともありませんでした。私たちは多かれ少なかれ罪を抱えています。だから、本当は私たちだ

ってあの十字架の上で罰せられても仕方のない者なのです。しかし神の御子は違います。イエ

スはそのような罪を何一つ犯しませんでした。十字架刑には全く値しないお方だったのです。

重罪どころか軽犯罪すら犯しませんでした。ローマの法律ばかりか、ユダヤの律法にも違反し

ていませんでした。イエスは全く罪のない方だったのです。そのイエスが十字架に付けられたの

です。なぜでしょうか?それは私たちを救うためです。そのためにイエスは私たちの罪の身代わ

りとなって十字架にかかってくださったのです。これこそ「愛」というものなのではないでしょ

うか。これより大きな「愛」はありません。だから、神様は、私たちのことを間違いなく愛して下

さっています。だって私たちは、その「しるし」をこの十字架に、しっかりと見せていただいてい

るのですから。 

 

  朝鮮戦争の時、二人の若いアメリカ人兵士が、とある塹壕に隠れていました。二人は大の仲

良しで、いつも一緒に行動していたそうですが、ある日、二人が隠れていた塹壕に手榴弾が投

げ込まれました。すると、それを見た一人が、もう一人の方にウィンクするや、その手榴弾の上

に自分の体を投げ出して覆い被さったというのです。当然、その人は亡くなりましたが、その

尊い犠牲によってもう一人の方は、無事にいのちが守られました。 

 その後、生き残った兵士はアメリカに帰ってから、自分を助けてくれた友だちのお母さんに

会いに行きました。そしてお母さんに尋ねました。「彼は、手紙の中でボクのことを書いていま

したか？」すると「ええ」とお母さんが答えてくれたので、さらに彼は、「手紙の中で、ボクのこと

を愛していると書いていましたか？」と訊ねました。すると、そのお母さんは、突然持っていた

カップを床に投げつけて、こう言いました。「あんたは、一人の男があんたのためにいのちを捨

てたのに、『彼があんたを愛していたか』って聞くの？」と。 

 私たちも神様に対して、これと同じようなことをしてはいないでしょうか。「あなたは、神の御

子なるお方があの十字架で、あなたのためにいのちを捨てて下さったのに、神さまの愛を疑う

のか」と言われるようなことをしていないでしょうか。 

 

Ⅱ．わたしを思い出してください(39-42) 

 

次に、イエスの右と左に立てられた二人の犯罪人の十字架を見ていきましょう。39～42 節

をご覧ください。「39 十字架にかけられていた犯罪人の一人は、イエスをののしり、「おまえ
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はキリストではないか。自分とおれたちを救え」と言った。40 すると、もう一人が彼をたしな

めて言った。「おまえは神を恐れないのか。おまえも同じ刑罰を受けているではないか。41 お

れたちは、自分のしたことの報いを受けているのだから当たり前だ。だがこの方は、悪いこと

を何もしていない。」42 そして言った。「イエス様。あなたが御国に入られるときには、私を思

い出してください。」」 

 

並行箇所のマタイの福音書 27章 44節を見ると、最初イエスと一緒に十字架につけられた

強盗たちは、二人ともイエスをののしっていました。しかし、ここでは一人の犯罪人がイエスを

ののしっていて、もう一人の犯罪人はイエスを信じ、イエスをののしっていたもう一人の犯罪人

をたしなめています。すなわち、ある段階から一人は変えらたということです。イエスの右と左、

全く同じ距離に磔けられた二人の犯罪者。二人とも強盗であり、二人とも罪深い者でした。で

も何かが変わったのです。犯罪者の一人は、イエスをののしり、「おまえはキリストではないか。

自分とおれたちを救え。」と言い、もう一人はイエスを信じて、「おれたちは、自分のしたことの

報いを受けているのだから当たり前だ。だがこの方は、悪いことを何もしていない。」と言い、

イエスに「あなたが御国に入れられるときには、私を思い出してください。」と言いました。いっ

たいこの違いはどこから生じたのでしょうか。 

 

これまでも 35 節と 37 節には、「自分を救ってみろ」という言葉が使われていました。35

節ではユダヤ教の宗教指導者たちとそれに先導された一般民衆たちから、37節ではローマの

兵士たちから、そのようにののしられました。そして、この 39 節では一人の犯罪人からののし

られています。「自分とおれたちを救え」と。彼らに共通していることは何かというと、今置かれ

ている目の前の苦しみから解放してみろ、救ってみろということです。日本語の聖書はきれい

なことばで訳されていますが、原語では、ひどいニュアンスのことばが使われています。「おめ

えはキリストなんだろ。だったら、てめえ自身と俺たちのことを救ってみろ！」そんな感じです。

いわばヤケクソです。このヤケクソは、私たちもよく経験することではないでしょうか。自分の

力ではどうにもならない現実に押し潰されるとき、人は皆こんなふうにヤケクソになりやすい

のです。それはクリスチャンだって同じです。それは「神様の愛を疑う程の失望」から湧き上が

って来るものです。 

 

しかし、もう一人の犯罪人は違いました。もう一人の犯罪人は、彼をたしなめてこう言いまし

た。「おまえは神を恐れないのか。おまえも同じ刑罰を受けているではないか。おれたちは、自

分のしたことの報いを受けているのだから当たり前だ。だがこの方は、悪いことを何もしてい

ない。」そして言った。「イエス様。あなたが御国に入られるときには、私を思い出してください。

彼は「ここから下せ」とか、「おれたちを救え」と言ったのではありません。彼は「イエス様。あな

たが御国に入られるときには、私を思い出してください。」と言いました。つまり、「ここから引

き上げてください」と言ったのです。もっと高い次元にいざなってください。もっとあなたのみ
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ぞは近くに置いてください。もっとあなたを知りたいのです、そう言ったのです。この苦しみか

らただ解放してほしいというのではなく、この苦しみの中にあってもあなたをもっと知りたい。

もっとあなたに近づきたいと言ったのです。詩篇 119 篇 71 節にこうあります。「苦しみにあ

ったことは、私にとって幸せでした。それにより、私はあなたのおきてを学びました。」 

すばらしいですね。この苦しみを通してイエスの苦しみに少しでも預かることができるので

あればそれこそ本望だ。それは本当にありがたい。苦しいけれどもありがたい。これによってイ

エスの似姿に変えられるならば、私は喜んでこの苦境を耐えていきたい。そう言ったのです。

あなたはどうでしょうか。あなたの祈りはそうなっているでしょうか。 

 

それとも、もう一人の犯罪人のように「自分とおれたちを救え。」の一点張りでしょうか。「と

にかくここから早く下してくれ。解放してくれ。」と。病気になったらすぐに癒してください。困

ったことがあったらすぐに助けてください。あれがないからこれをください。これがなければ

あれをください。ああしてください。こうしてください。そういう祈りになってはいないでしょ

うか。そういう祈りが決して悪いと言っているのではありません。しかし、それはこの一人の犯

罪人とちっとも変わりません。ただ目の前の苦しみから解放してほしいというだけです。しかし、

仮にイエスがこの祈りに応えたとしても、結局、この強盗はどうなったでしょうか。結局、自分

の罪の中に死んでいくことになります。その時は一時の救いを経験するかもしれませんが、究

極的には地獄に堕ちて行くことになるのです。確かに目の前の苦しみから解放されたいでしょ

う。できるだけ早くそこから救ってほしいと思うのは当然のことです。でも主が求めておられ

ることは、自分とおれたちを救えということではなく、「イエス様。あなたが御国に入れられ時

には、私を思い出してください」という祈りです。あなたのもとに引き上げてください。もっと

あなたに近づきたい、もっとあなたを深く知りたいと願うことです。「苦しみにあったことは、

私にとって幸せでした。それにより、私はあなたのおきてを学びました。」と、この犯罪人のよ

うに、苦しみの中で引き上げられること、主のみそば近くに引き寄せられることなのです。 

 

私たちも苦しみに会うととかくそこから救ってほしい、解放してほしいということしか考えら

れませんが、実はその苦しみこそ私たちが神のおきて学ぶ時として与えられるということを覚

えていただきたいのです。そしてもう一人の犯罪人のように、「イエス様。あなたが御国に入れ

られるときには、私を思い出してください。」「ここから引き上げてください」と祈る者でありた

いと思うのです。 

 

Ⅲ．あなたは今日、わたしとともにパラダイスにいます(43) 

 

最後に、この犯罪人の願いに対するイエスの答えを見て終わりたいと思います。43 節をご

覧ください。「イエスは彼に言われた。「まことに、あなたに言います。あなたは今日、わたしと

ともにパラダイスにいます。」」 
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これは、イエスが十字架の上で発せられた七つのことばの第二番目のことばです。「まことに、

あなたに言います。あなたは今日、わたしとともにパラダイスにいます。」 

「今日」ということばに注目してください。「あなたは今日、わたしとともにパラダイスにいま

す。」「いつか」「そのうちに」ではなく「今日」です。イエスを信じたその日に、もうパラダイスで

す。この「パラダイス」ということばは元々ペルシャ語から来たことばですが、その原意は、柵に

よって囲まれた園、および庭です。旧約聖書の中にもよく使われていますが、そこでは「園」と

訳されています。でもそれはただの園ではなく天の園、神の国のこと、天の楽園のことを指し

ています。それが天国というところです。実際に天国は園のようなところです。そこにはいのち

の木が生えていて、いのちの水の川が流れています。早く行ってみたいですね。まさに楽園で

す。ですからイエスが「あなたは今日、わたしとともにパラダイスにいます」という時、それはこ

の天の園、神の国のことを指して言われたのです。「今日、わたしとともにパラダイスにいま

す。」イエスを信じた今日、その瞬間、イエスは彼をこの天の園、神の国に伴ってくださると約束

してくださったのです。彼は死の間際にすばらしい救いの約束を与えていただいたのです。 

 

皆さん、救われるためには何かをしなければならないということはありません。救われるた

めには、ただイエスを信じればいいのです。イエスが自分の救いのためにすべてを成し遂げて

くださったので、それら加えるものは何一つありません。もし救われるために何かをしなけれ

ばならないとしたら、この犯罪人は救われなかったでしょう。だって十字架に磔にされてただ

死ぬのを待っているだけの状態だったのですから。文字通り、手足が釘付けされている以上何

もできないわけです。でも、イエスを信じた瞬間、信仰のゆえに、今日パラダイス、天国に行っ

て、永遠にそこで過ごすという救いの約束を受けたのです。ただ神の恵みにより、キリスト・イ

エスの贖いによって。ただ神の恵みによって救われるのです。しかし、神の側では最大の犠牲

を払ってくださったということを忘れてはなりません。 

 

これがキリスト教の言うところの救いです。これ以外の宗教の説く救いというのは、全部何

かをしなければならないというものです。信仰義認ではなく行為義認なのです。何らかの行い

をしなければ救われないと言います。それは人間が作った宗教です。救われるためにはこうし

なければならない、ああしなければならない、徳を積まなければならない、苦行をしなければ

ならない、犠牲を払わなければならないと言うのです。でも、人が努力して自らを救うことが

できるならば、救い主は必要ありません。そのような人間の宗教で人が救われることはまずあ

りません。せいぜいそれは気休め程度です。とんなに頑張っても、どんなに犠牲を払っても、死

に打ち勝つことなどできないのです。そして、その頑張りによって自分を天国に入れるという

ことなど絶対にできません。でも、イエスを信じるなら、あなたは救われます。信じたその瞬間

にイエスとともにパラダイスにいるのです。何とすばらしい約束でしょうか。 
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イエスはこの約束を与えるにあたり、「まことに、あなたに言います。」と言われました。この

「まことに」ということばは、原文でみると「アーメン」と記されています。イエスはご自身に救い

を求めたその人に「まことに、あなたは今日わたしとともにパラダイスにいます。」と言われた

のです。これはイエス様の感動が伝わってくることばです。 

何がイエス様を十字架の苦しみの中にあっても「アーメン」と感動させたのでしょうか。それ

はこの犯罪人の一人が、自らの罪を認めてご自身に救いを求めたからです。生き直す時間が

ない絶望的な状態で、イエスを信じて救われたいと真実に願い求めたからです。ゴルゴタの丘

に立てられた三本の十字架は、無意味に立てられたのではありません。イエス様をあざ笑う者

の仲間になるのか、それともこの犯罪人のように自らの罪を認め、イエス様を信じるのかのど

ちらかです。イエスの救いを信じて、イエス様の救いに与りましょう。イエス様は、私たちを「ア

ーメン」と言って救ってくださるお方なのです。 


